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■工　事　名：Ｔ３南側増築・アクセス通路他整備工事
■工事場所：千葉県成田市古込字古込１－１　成田国際空港

第３旅客ターミナルビル
■発　注　者：成田国際空港株式会社
■規　　模：〈第３旅客ターミナルビル南側増築〉

Ｓ造地上３階延べ約，㎡
〈ターミナル間連絡通路〉
Ｓ造地上２階延べ約，㎡
〈バス停車場・車道整備〉
約，㎡

■設　　計：株式会社日建設計
■施　　工：大成建設株式会社千葉支店
■工　　期：年７月日～年３月日第２ターミナルと結ぶアクセス通路 ３月１日に供用が始まったカーブサイド
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　このたび第３ターミナル（Ｔ３）に新しいカーブサイドが
完成し、３月１日に高速バス、ターミナル連絡バスの運行を
開始しました。これまでは、到着ロビーから高速バス乗り場
まで約ｍの距離がありましたが、今後は到着ロビーを出
てすぐにバスに乗車できるようになります。昨年４月からは、
南側増築部およびＴ３と第２ターミナル（Ｔ２）と結ぶ新ア
クセス通路も供用されており、Ｔ３を利用されるお客さまの
利便性が飛躍的に向上いたしました。
　Ｔ３は年４月に、オープンしたＬＣＣ専用のターミナ
ルです。年間旅客取扱能力万人の施設として運用されて
いましたが、わずか２年後の年度には年間利用者数が設
定を上回る万人に達しました。当時のＴ３は、出発客と
到着客の動線が交差していたため、時間帯によっては利用者
が集中して混雑が目立っていました。そこで年に到着ロ
ビーを増築し、出発客と到着客の動線を分離して混雑を緩和
するとともに年間旅客取扱能力を万人に拡大しました。
　その後もＬＣＣ需要の継続的な伸長を見込み、年間旅客取
扱能力を万人に増強させることを目指して南側増築とア
クセス通路の整備を進めてまいりました。面積は約．万㎡
から万㎡に拡張され、出発ロビーには自動チェックイン機
台と自動手荷物預け機台を導入して非接触で安心かつス
ムーズな手続きを実現しています。国の施設である入国審査
場や税関検査場の拡張とともに、バゲージクレームやメイク
アップコンベアの増設も実施しました。出国手続き後の新規
商業エリア、国際線の出発バスゲート５ゲートも新たに整備
しましたが、これらは需要の回復に対応して今後順次供用し
ていく予定です。また、事務室や倉庫の増設に伴い、従業員
休憩室やトイレも充実させＥＳ（従業員満足度）の向上にも
寄与するものと考えております。

　南側増築部はこれまでのコンセプトを踏襲しつつ利便性を
向上させ、シンプルかつ機能的な空間デザインとしています。
特徴的な陸上トラックを模した、感覚的に行き先がわかる床
も当初のデザインを承継しています。
　従来は平面で車道と交差していたアクセス通路について
は、立体化することによって完全歩車分離し、安全性を高め
ています。Ｔ２・Ｔ３間の距離も約ｍからｍに短縮さ
れました。
　年春以降、新型コロナウイルス感染症の流行で落ち込
んでいた航空需要は回復基調で、昨年月単月を見ると、国
内線の旅客便発着回数は過去最高だった年の回に次
ぐ第２位の回となり、コロナ禍前の水準に戻っています。
国際線は旅客便、旅客数ともまだピーク時の約半分ですが、
昨秋来の水際対策の大幅緩和でインバウンド需要に回復の兆
しが見られ、各国の渡航条件の緩和やコロナ禍の落ち着き次
第で、本格復調してくると期待しています。
　引き続きコロナ禍後のＬＣＣ需要の増加を見据え、インラ
イン・スクリーニング・システムやスマートセキュリティー、
顔認証システムの導入、増設などファストトラベルの推進を
中心に、お客さまの利便性のさらなる向上に寄与する機能の
強化に取り組んでまいります。

　年に年間旅客数万人の計画規模で供用を開始した第３ターミ
ナルは、予測を上回るＬＣＣの急成長により年度実績で計画規模に
達し、特に航空機発着のピーク時間帯における施設の混雑が常態化して
いました。それらの改善と引き続き予想されるＬＣＣの需要増加に対し、
年間旅客数万人に対応する増改築を行いました。
　当初の設計コンセプトで効率化を追求した一つの建築要素に、複数の
役割を担わせる「more than 2 into 1」（二つ以上のものを一つのもの
に集約する）や、スケルトンデザインで設備計画の合理化と美観および
安全性を追求した「設備梁」、そして快適に旅客を誘導する「トラック」
のデザインを踏襲しながら、仕上げ材等の再検討を行い耐久性の強化を
行いました。

　さらに、ＬＣＣのビジネスモデルを施設面から下支えするよう、シン
プルなバックヤード動線や整理された階層移動といったコンパクトなオ
ペレーションを可能にする提案を盛り込むべく計画を行いました。処理
能力不足の施設の能力増強・拡張はもちろんとして、リテールエリアと
旅客ターミナル機能の相乗効果を狙い、リテールエリアに誘引しやすい
動線計画を採用しました。また、カーブサイドの再編に伴い第２ターミ
ナルからのアクセスを２階歩廊とすることで、歩車の分離を徹底し、安
全でスムーズにアクセス可能な計画としました。
　株式会社日建設計
　　　　　　　　　設計部　アソシエイト 　 　 　平井　友介
　　　　　　　　　設計部　プロジェクトデザイナー 　　山近　健司
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